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平成２３年８月 

   

江差信用金庫の経営内容について 

(平成２３年６月末 現在) 

 

お 客 様  各 位         

 

当金庫の平成２３年 6 月末現在における、主要計数、重要指標等について次のとおりお知ら

せいたします。 

四半期毎の情報開示につきましては、直近の経営実態をお取引先の皆さまにいち早くお伝え

することで、当金庫の健全性・安全性をご理解いただき、安心してお取引いただくために、任意

で開示させていただくものであります。 

今回公表させていただいた計数は、6 月末時点において、3 月期末決算とほぼ同様の決算処

理を行い算出しております。 

なお、信用金庫における法定の決算は３月期末のみであり、開示債権をはじめとする計数等

については監査法人等の監査を受けていないことをご承知おきください。 

 

 
江 差 信 用 金 庫 

理事長  藤 谷 直 久 

 

 

 

 本 店 営 業 部 桧山郡江差町字本町１３２番地 0139-52-1036  

 上 ノ 国 支 店 桧山郡上ノ国町字大留２４４番地の９ 0139-55-2616  

 熊 石 支 店 二海郡八雲町熊石根崎町１１５番地１ 01398-2-3026  

 乙 部 支 店 爾志郡乙部町字緑町３９９番地の１ 0139-62-2034  

 厚 沢 部 支 店 桧山郡厚沢部町新町９２番地の２ 0139-64-3231  

 福 島 支 店 松前郡福島町字福島５３番地の１ 0139-47-2022  

 奥 尻 支 店 奥尻郡奥尻町字奥尻８０９番地 01397-2-2525  

 函 館 支 店 函館市松陰町 23 番 4 号 0138-53-3221  

 松 前 支 店 松前郡松前町字福山５０番地の１ 0139-42-2727  

 七 重 浜 支 店 北斗市七重浜２丁目２８番１１号 0138-49-1671  

■■■   営営営業業業店店店一一一覧覧覧  

******************************************************************************************

 



 

※ 記載金額は単位未満を切り捨て、比率は小数点第 3 位以下を切り捨てて表示しております 

 

平成 23 年度（平成 23 年 6 月期）第 1 四半期の概況 

（平成 23 年 4 月 1 日 ～ 平成 23 年 6 月 30 日） 

 

 
○ 平成23年6月期の「自己資本額」は10,873百万円、「自己資本比率」は18.42%となりました。 

   国内基準の4.0%、国際基準の8.0%をともに大きく上回る水準を維持し、健全性の備えは万全です。 

 
 23 年 6 月期(A) 23 年 3 月期(B) 増 減(A)-(B) 

自己資本比率 (① ÷ ②)×100 18.42% 18.79% △ 0.37 

自己資本額  ･･････① 10,873 10,876 △ 2 

 基 本 的 項 目 計 11,251 11,014 236 

 補 完 的 項 目 計 122 361 △ 238 

 控 除 項 目 計 (△) 500 500 - 

リスク・アセット等 計･･･② 59,004 57,869 1,134 

 オン･バランス項目 54,397 53,260 1,136 

オフ･バランス取引等項目 154 156 △ 1 

 オペレーショナル・リスク相当額 
を 8%で除して得た額 

4,452 4,452 - 

 
 
 

 

○ 不良債権は、平成 23 年 3 月末に比べ 118 百万円減少しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注 1) 3 月末の自己査定をベースとして、簡便な債務者区分の見直しを行い、債務者区分が下方へ変更になった債権お
よび期間中の回収額を反映させております。 

(注 2) 貸出金のほか、債務保証見返(代理貸付に伴う保証)、未収利息および与信に関連する仮払金を含めております。 
(注 3) 担保・保証による保全(イ)には、3 月末から基準月末における担保劣化あるいは保証の見直し等に伴う変動額を

反映させております。 
(注 4) 貸倒引当金(ロ)は、3 月末から基準月末の間で債務者区分の下方変更および担保・保証の見直しに伴って発生す

る必要額を見積もった額で、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」について個別貸倒引当金を、
また、「要管理債権」については貸倒実績率に基づき算定した一般貸倒引当金を計上しております。 

■■■   開開開示示示債債債権権権ののの状状状況況況   

■■■   自自自己己己資資資本本本ののの状状状況況況   

単位：百万円

単位：百万円 

担保 ・ 保証

による保全

( ｲ ) ＋ ( ﾛ ) ( ｲ ) ( ﾛ )

23年6月末(A) 1,855 1,849 1,571 277

23年 3月末(B) 1,974 1,969 1,702 266

増減(A)-(B) △ 118 △ 119 △ 130 11

23年6月末(A) 568 568 418 149

23年 3月末(B) 676 676 533 142

増減(A)-(B) △ 107 △ 107 △ 114 6

23年6月末(A) 1,282 1,280 1,152 127

23年 3月末(B) 1,293 1,291 1,168 122

増減(A)-(B) △ 11 △ 11 △ 16 5

23年6月末(A) 5 0 - 0

23年 3月末(B) 5 1 - 1

増減(A)-(B) △  0 △ 0 -  △ 0

23年6月末(A) 64,885

23年 3月末(B) 66,711

増減(A)-(B) △ 1,826

23年6月末(A) 66,741

23年 3月末(B) 68,686

増減(A)-(B) △ 1,945

破 産 更 生 債 権 及 び

こ れ ら に 準 ず る 債 権

危 険 債 権

要 管 理 債 権

正        常        債        権

合                             計

◇金融再生法に基づく開示債権区分及び同債権区分毎の保全状況

保 全 額 貸倒引当金

金 融 再 生 法 上 の 不 良 債 権

保　　　　全　　　　状　　　　況

開示残高区　　　　　　　　分



 

※ 記載金額は単位未満を切り捨て、比率は小数点第 3 位以下を切り捨てて表示しております 

 

 

○  平成 23 年 6 月期は、市場金利の低下が進んだことなどから資金運用収益が減少しましたが、「業務純益」157

百万円、「経常利益」136 百万円、「四半期(当期)純利益」236 百万円と堅調な結果となりました。 

単位：千円 ・ ％ 

 23 年 6 月期(A) 22 年 6 月期(B) 増 減 額(A)-(B) 増 減 率 

業 務 純 益 157,334 109,861 47,473 43.21 

経 常 利 益 136,504 98,069 38,434 39.19 

四半期(当期)純利益 236,575 96,048 140,527 146.30 

コ ア 業 務 純 益 157,334 159,514 △ 2,179 △  1.36 
 

（注）コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券売却益－国債等債券償還益＋国債等債券売却損＋
国債等債券償還損＋国債等債券償却 

 
 

 
 
(1) 預 金 143,717 百万円 （年度初来 7,218 百万円の増加） 

○ 預金は、前期末対比で 7,218 百万円の増加となりました。人格別の状況では、公金預金で地方公共団
体の交付税交付金の滞留から残高が大幅に伸長したほか、個人預金でも増加する結果となりました。 

 

◇預金人格別の状況 
 

 23 年 6 月末(A) 23 年 3 月末(B) 増 減(Ａ)－(Ｂ) 

一 般 預 金       123,619 123,474 144 

 個 人 預 金       105,102 104,038 1,063 

 一般法人預金 18,516 19,435 △ 919 

公 金 預 金       19,800 12,744 7,055 

金融機関預金 297 280 17 

合    計 143,717 136,498 7,218 

(注)預金は譲渡性預金を含みます。 
 
(2) 貸出金 66,478 百万円 （年度初来 1,979 百万円の減少） 

○ 貸出金は、前期末対比で 1,979 百万円の減少となりました。業種別の状況では、医療・福祉で増加し
たものの、地方公共団体の借入金返済のほか、建設業・製造業・不動産業においても資金需要が乏しい
現状を受け減少しました。個人においても住宅ローンなどの需要低下から同様の結果となっています。 

 

◇貸出金業種別の状況 
 

■■■   主主主要要要勘勘勘定定定ののの状状状況況況   

単位：百万円

単位：百万円・先

■■■   損損損益益益ののの状状状況況況   

先 数 金　額 先 数 金　額 先 数 金　額

103 3,858 104 3,964 △ 1 △ 106

16 549 15 528 1 21

5 35 4 29 1 6

- - - - - -

244 5,177 245 5,619 △ 1 △ 442

- - - - - -

2 306 1 311 1 △ 5

30 781 32 872 △ 2 △ 91

228 6,857 229 6,809 △ 1 48

10 2,030 10 2,058 - △ 28

277 19,933 279 20,038 △ 2 △ 105

5 152 5 169 - △ 17

17 320 17 329 - △ 9

28 2,148 28 2,119 - 29

71 623 76 648 △ 5 △ 25

46 1,744 45 1,724 1 20

5 28 4 27 1 1

59 4,955 56 4,809 3 146

55 1,162 53 1,206 2 △ 44

1,201 50,664 1,203 51,266 △ 2 △ 602

11 4,778 11 5,760 - △ 982

3,589 11,035 3,653 11,431 △ 64 △ 396

4,801 66,478 4,867 68,457 △ 66 △ 1,979

 個人

 その他のサービス

小　　　　　　　計

合           　計

 地方公共団体

 飲食業

 生活関連サービス業、娯楽業

 電気・ガス・熱供給・水道業

 運輸業、郵便業

 卸売業、小売業

 金融業、保険業

 不動産業

 物品賃貸業

 学術研究、専門・技術サービス業

 宿泊業

23年3月末(B)23年6月末(A) 増　減(Ａ)－(Ｂ)

 鉱業、採石業、砂利採取業

 建設業

 製造業

 農業、林業

 漁 業

 教育、学習支援業

 医療、福祉

 情報通信業



 

 

 

(3) 有価証券 

○ 有価証券運用は、格付けの高い公社債等を中心に各種のリスクに配慮した安全な運用に努めており、平成 23

年 6 月末における有価証券の保有状況は以下の通りであります。 

 なお、時価は、期末日における市場価格等によっております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 
 
 
 
 

 

 

○ 地域貢献活動等のご紹介（平成 23 年 4 月から同年６月まで） 

地域の皆さまに少しでもお役に立ちたく、各地域で行われている諸行事等に積極的に参加･参画をさせていただい

ております。 

 

□ 環境への取組 
・各地区で行われた｢江差町クリーンアップ作戦｣「かもめ島清掃」「上ノ国町クリーン作戦」

「福島町春のクリーン作戦」｢千軒・三岳地区国道パーキング周辺清掃｣「川原町町内会清

掃」「奥尻クリーンアップ作戦」「北斗市主催海浜クリーン作戦」へ参加し町内・海水浴

場等の一斉清掃を行いました。(本店・上ノ国・福島・奥尻・七重浜支店) 

・｢第５回町民の森育樹祭｣に参加し、下草刈り・枝打ち等を実施しました。(本店) 

・｢横綱の里商店組合花壇整備事業｣に参加し、“道の駅”横の花壇の除草・花の植込み作業

を実施しました。(福島支店)  

 

□ 地域行事への参加 
・「夫婦の手紙全国コンクール」の審査員を務めた他、発表会のお手伝いをしました。(松前支店) 

・各地で行われた「春の全国交通安全運動」へ参加し街頭で交通安全の啓蒙活動を行いました。(熊石・厚沢部・福島支店) 

・「あわびの里フェスティバル」に参加し、あわび等の販売のほか地域 PR のお手伝いをしました。(熊石支店) 

・「おとべ町マリンフェスティバル」「厚沢部ふるさと夏まつり」に実行委員として参画しました。(乙部・厚沢部支店)  

 

□ スポーツ振興への支援 
・｢第 59 回道南地区ソフトバレーボール親善大会｣の審判を行い、また上ノ国チーム選手として参加しました。(上ノ国支店) 

・｢第 16 回江差信金杯グランドゴルフ大会｣を開催し、スポーツ振興を図りました。(奥尻支店) 

 

□ 寄  付 
・地域で行われた祭りや行事に寄付を行いました。(奥尻・函館支店) 

 

□ その他 
・厚沢部町の将来のあり方を考える「厚沢部町地域再生プロジェクト」に委員として参画し

ました。(厚沢部支店) 

・年金友の会支部懇親会を実施し会員との親睦を図りました。(熊石支店) 

■■■   トトトピピピッッックククススス   

◇満期保有目的債券 単位：百万円 ◇その他有価証券 単位：百万円

23年6月期 23年3月期 23年3月期

貸借対照表

計上額
時  価 差  額 差  額

貸借対照表

計上額
取得原価 評価差額 評価差額

国　債 20,175 20,835 659 534 国　債 4,443 4,378 64 63

政保債 1,499 1,544 44 45 地方債 158 158 0 0

金融債 1,000 1,000 0 0 政保債 102 100 1 0

22,675 23,380 705 580 金融債 5,682 5,610 72 71

国　債 3,660 3,609 Δ50 Δ124 投資信託 98 80 18 21

金融債 505 504 Δ0 Δ1 10,484 10,328 156 157

事業債 - - - Δ0 国　債 1,484 1,500 Δ15 Δ42

外国証券 500 469 Δ30 Δ36 政保債 14 14 Δ0 Δ0

4,665 4,583 Δ81 Δ162 金融債 498 500 Δ1 Δ4

27,340 27,964 623 418 投資信託 797 1,012 Δ214 Δ194

優先出資証券 243 343 Δ100 Δ93

◇時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券 単位:百万円 3,039 3,371 Δ331 Δ335

貸借対照表計上額  合 　　計 13,524 13,699 Δ175 Δ177

非上場株式 5

投資事業有限責任組合出資金 4

 小　　 計

時価が貸借

対照表計上

額を超えな

いもの

 小 　　計

 小　　 計

23年6月期

 合　 　計

時価が貸借対

照表計上額を

超えるもの

 小　 　計

貸借対照表

計上額が取

得原価を超

えないもの

貸借対照表

計上額が取

得原価を超

えるもの


